
（別紙３）

～ R7年　１２月　２６日

（対象者数） 16名 （回答者数） 8名

～ R7年１２　月２６　日

（対象者数） 5名 （回答者数） 5名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
少子化の問題も上がっているために今後の児童数の確保が

検討する
小人数の入室になっているので十分にスタッフを付けられる

個別に指導が出来ている。その日の子供の状態に寄り添う

事が出来ている

R7年１２　月　１９日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
R 8年1　月　10日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 K-STAGE　すかいきっず(鹿児島）放課後等デイサービス

○保護者評価実施期間
R7年　１２月　１９日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表



2 環境の継続できるようにしていく

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
保育園等の情報を収集し、自分たちの出来うる支援を重ねて

いく

2
保育園等の情報を収集し、自分たちの出来うる支援を重ねて

いく

安心してのびのびと過ごせる場所の確保
療育室と自由に体を動かせる場所が確保出来ている

クールダウンをする部屋として可能な場所を確保している

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

地域の交流と他事業所の子供の交流が出来ていない
平日の短い時間での支援は個別に寄り添う事でこれ以上は

難しい。休日はお兄さんたちとの交流があって楽しい

休日の入室を検討することで長い時間の支援の仕方を追加し

て

行きたい

休日の入室状況を確認検討する
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